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第３節 自然とのふれあいの拡大

○里地里山の荒廃などにより、身近な野生動植物が減少し、自然とふれあえる「場」が減少しています。

○本県には、「自然公園法」に基づく３つの国立公園（日光、尾瀬、上信越高原）と１つの国定公園（妙義荒船

佐久高原）があります。また、県立公園のうち赤城、榛名及び妙義の３公園は自然とのふれあいの場とし

て利用されています。

○県立森林公園は県内７箇所（伊香保森林公園、赤城森林公園、赤城ふれあいの森、さくらの里、桜山森林

公園、みかぼ森林公園、21世紀の森）に県民の保健休養の場として設置されていますが、平成７(1995)

年度をピークに利用者は減少傾向にあります。また、施設の老朽化が進行しています。

○県立都市公園は県内に５箇所（敷島公園、金山総合公園、群馬の森、観音山ファミリーパーク、多々良沼

公園）あります。都市公園は市街地に位置しながら、県民が気軽に自然にふれあう場として利用されて

います。

○ぐんま昆虫の森、ぐんま天文台、県立青少年自然の家（北毛、東毛、妙義）などの教育施設も、自然体験が

できる場として利用されています。

○各施設においては、老朽化した施設の改修や維持管理、利用者減少への対策が課題となっています。

○森林環境教育を広く一般県民に対して普及していくためには、森林環境教育を実施できるフィールド

の提供、森林環境教育プログラムの開発、指導者の養成などが必要であり、体系的かつ総合的に展開し

ていく必要があります。

○高齢化や人口減少が進む農村地域において、農村の環境保全を図るためには、農業生産を継続し、集落

機能を維持するための対策が必要となっています。

○市街地や近隣に公園などの人々が集まる施設がある河川では、河川と親しめる場となるように階段な

どの親水施設を設置して、人々の憩いの場として利用されています。

○環境に関する県民アンケート結果では、６割から７割の県民は、身のまわりの緑の豊かさや自然景観の

美しさに対する満足感はあるものの、自然とのふれあいに対して満足している県民は４割程度に留ま

っています。また、自然観察会や緑化活動への参加取組率は低く、活動参加への啓発や機会の拡大が課

題となっています。
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現状と課題

○本県を代表する優れた自然風景地を保護するとともに、その適正な利用を推進するため、自然とのふれ

あいの場を増やすよう県立公園や自然公園等の管理及び整備に取り組みます。

○県立森林公園等をフィールドに、大人から子どもまで幅広い年代層の県民向けの森林環境教育を実施

します。

○県立森林公園等の利用を促進するために、森林環境教育の場としての積極的な活用を図ります。

○農業生産活動の継続を支援することにより、農業・農村の有する多面的機能の良好な発揮を確保すると

ともに農村回帰の受け皿づくりを推進します。

○憩いの場である県立都市公園を利用する県民の安全を確保し、安心して利用してもらえる環境を整え

ます。

○河川改修にあたっては、改修前の河川利用や住民要望等を勘案して改修計画に反映することで、自然と

のふれあいの場を拡大します。

○ぐんま昆虫の森の利活用促進のため、企画展や講演会の開催、各種イベントへの出展、旅行雑誌社を対

象とした取材会の開催に取り組みます。

○ぐんま天文台の職員が積極的に地域や学校に出向き、学校での天体観察会、地域団体との連携による天

文講座などを実施し、自然とのふれあいの充実を図ります。

○県立青少年自然の家においては、引き続き集団宿泊や自然体験等の各種体験活動を通じて、青少年の心

身ともに健全な育成に努めます。

方向性

■国立・国定・県立公園等位置図

第
２
章
　
生
物
多
様
性
の
保
全
・
自
然
と
の
共
生

巻機山東面

朝日岳・
白毛門山東面

宝川

平ヶ岳・白沢山西面
至仏山・笠ヶ岳西面

利根川源流部

尾瀬国立公園
日光国立公園

皇海山

袈裟丸山北面
袈裟丸山

21世紀の森

大峰沼

21世紀の森

大峰沼

上信越高原国立公園

赤城森林公園
赤城公園

赤城森林公園

赤城ふれあいの森

伊香保森林公園
榛名公園
榛名神社

角落山
相馬山

黒岩

憩の森

鈴ヶ岳

憩の森 鍋割山鍋割山

鈴ヶ岳
赤城公園

鍋割山南面鍋割山南面

荒山
荒山高原荒山高原

小中大滝

根本沢

鳴神山鳴神山

赤城神社と松並木
木曽三社神社

赤城神社と松並木
木曽三社神社

敷島公園
吾妻山東面吾妻山東面
崇禅寺

金山総合公園金山総合公園

多々良沼公園

国立・国定公園

県立公園

自然環境保全地域

森林公園

緑地環境保全地域

行人沼行人沼

雷電神社

野鳥の森

妙義公園

さくらの里

王領地の森王領地の森

妙
義
荒
船
佐
久
高
原
国
定
公
園

北沢
天丸山天丸山

あずさ沢

みかぼ森林公園みかぼ森林公園

桜山森林公園桜山森林公園

群馬の森

観音山
ファミリーパーク
観音山
ファミリーパーク



5958

第３節 自然とのふれあいの拡大

○里地里山の荒廃などにより、身近な野生動植物が減少し、自然とふれあえる「場」が減少しています。

○本県には、「自然公園法」に基づく３つの国立公園（日光、尾瀬、上信越高原）と１つの国定公園（妙義荒船

佐久高原）があります。また、県立公園のうち赤城、榛名及び妙義の３公園は自然とのふれあいの場とし

て利用されています。

○県立森林公園は県内７箇所（伊香保森林公園、赤城森林公園、赤城ふれあいの森、さくらの里、桜山森林

公園、みかぼ森林公園、21世紀の森）に県民の保健休養の場として設置されていますが、平成７(1995)

年度をピークに利用者は減少傾向にあります。また、施設の老朽化が進行しています。

○県立都市公園は県内に５箇所（敷島公園、金山総合公園、群馬の森、観音山ファミリーパーク、多々良沼

公園）あります。都市公園は市街地に位置しながら、県民が気軽に自然にふれあう場として利用されて

います。

○ぐんま昆虫の森、ぐんま天文台、県立青少年自然の家（北毛、東毛、妙義）などの教育施設も、自然体験が

できる場として利用されています。

○各施設においては、老朽化した施設の改修や維持管理、利用者減少への対策が課題となっています。

○森林環境教育を広く一般県民に対して普及していくためには、森林環境教育を実施できるフィールド

の提供、森林環境教育プログラムの開発、指導者の養成などが必要であり、体系的かつ総合的に展開し

ていく必要があります。

○高齢化や人口減少が進む農村地域において、農村の環境保全を図るためには、農業生産を継続し、集落

機能を維持するための対策が必要となっています。

○市街地や近隣に公園などの人々が集まる施設がある河川では、河川と親しめる場となるように階段な

どの親水施設を設置して、人々の憩いの場として利用されています。

○環境に関する県民アンケート結果では、６割から７割の県民は、身のまわりの緑の豊かさや自然景観の

美しさに対する満足感はあるものの、自然とのふれあいに対して満足している県民は４割程度に留ま

っています。また、自然観察会や緑化活動への参加取組率は低く、活動参加への啓発や機会の拡大が課

題となっています。

第
３
編
　
基
本
計
画

現状と課題

○本県を代表する優れた自然風景地を保護するとともに、その適正な利用を推進するため、自然とのふれ

あいの場を増やすよう県立公園や自然公園等の管理及び整備に取り組みます。

○県立森林公園等をフィールドに、大人から子どもまで幅広い年代層の県民向けの森林環境教育を実施

します。

○県立森林公園等の利用を促進するために、森林環境教育の場としての積極的な活用を図ります。

○農業生産活動の継続を支援することにより、農業・農村の有する多面的機能の良好な発揮を確保すると

ともに農村回帰の受け皿づくりを推進します。

○憩いの場である県立都市公園を利用する県民の安全を確保し、安心して利用してもらえる環境を整え

ます。

○河川改修にあたっては、改修前の河川利用や住民要望等を勘案して改修計画に反映することで、自然と

のふれあいの場を拡大します。

○ぐんま昆虫の森の利活用促進のため、企画展や講演会の開催、各種イベントへの出展、旅行雑誌社を対

象とした取材会の開催に取り組みます。

○ぐんま天文台の職員が積極的に地域や学校に出向き、学校での天体観察会、地域団体との連携による天

文講座などを実施し、自然とのふれあいの充実を図ります。

○県立青少年自然の家においては、引き続き集団宿泊や自然体験等の各種体験活動を通じて、青少年の心

身ともに健全な育成に努めます。

方向性

■国立・国定・県立公園等位置図

第
２
章
　
生
物
多
様
性
の
保
全
・
自
然
と
の
共
生

巻機山東面

朝日岳・
白毛門山東面

宝川

平ヶ岳・白沢山西面
至仏山・笠ヶ岳西面

利根川源流部

尾瀬国立公園
日光国立公園

皇海山

袈裟丸山北面
袈裟丸山

21世紀の森

大峰沼

21世紀の森

大峰沼

上信越高原国立公園

赤城森林公園
赤城公園

赤城森林公園

赤城ふれあいの森

伊香保森林公園
榛名公園
榛名神社

角落山
相馬山

黒岩

憩の森

鈴ヶ岳

憩の森 鍋割山鍋割山

鈴ヶ岳
赤城公園

鍋割山南面鍋割山南面

荒山
荒山高原荒山高原

小中大滝

根本沢

鳴神山鳴神山

赤城神社と松並木
木曽三社神社

赤城神社と松並木
木曽三社神社

敷島公園
吾妻山東面吾妻山東面
崇禅寺

金山総合公園金山総合公園

多々良沼公園

国立・国定公園

県立公園

自然環境保全地域

森林公園

緑地環境保全地域

行人沼行人沼

雷電神社

野鳥の森

妙義公園

さくらの里

王領地の森王領地の森

妙
義
荒
船
佐
久
高
原
国
定
公
園

北沢
天丸山天丸山

あずさ沢

みかぼ森林公園みかぼ森林公園

桜山森林公園桜山森林公園

群馬の森

観音山
ファミリーパーク
観音山
ファミリーパーク


